
かかわり合いを大切にした運動感覚づくり
～「跳び箱忍者になりきろう」「2Aじゃまじゃまサッカー」から～

北端一喜

低学年の体育の授業で，楽しく運動感覚を身に付けさせるには，まず，「できる」ことが大切だと考える。し

かし，ただ「できる」のではなく ，そこには 「わかる」という認識・理解が必要であり，「わかる」ことをサポ

ートするはたらきをもつ「かかわる」ということも必要になってくる。本研究では，「できる」「わかる」へつな

げるための「かかわり合い」を生かした 2つの授業実践（「跳び箱忍者になりきろう」と「2Aじゃまじゃまサ

ッカー」）から，子どもたちが運動感覚を身に付けていった例を挙げて，学びの質の高まりを検証していきたい。

キーワード： 「わかる ・できる・かかわる」 ・スポーツオノマ トペ ・じゃまじゃまサッカー・作戦タイム

1 . かかわり合いとは
体育学習では，個人のめあて学習や個人的に習得す

る学習になりがちである。そこで，「かかわり合い」を

大切にしながら運動感覚づくり・ゲーム学習に取り組

めないだろうかという思いから，今年一年体育の授業

研究を進めてみようと考えた。

体育学習における「かかわり合い」とは，課題がわ

かり ，できるようになるために不可欠なものだと考え

ている。お互いに見合い，教え合うかかわり合いの中

で， 運動や技のコツ・ポイ ントがわかり，「できる」「わ

かる」へとつながっていくはずである。お互いにでき

ることを教え合ったり，できないこと を聞き合ったり

する「かかわり合い」こそが，楽しく 体育授業を進め

ていくカギになると考えたからである。

「跳び箱忍者になりきろう」では，お互いにか

け声をかけ合い， 「2Aじゃまじゃまサッカー」

では， 作戦を考えるという「かかわり合い」を取

り入れることによって，それぞれの運動感覚を身

に付けさせることを考えた。

2 運動感覚を身に付けるための手立て

まず， 「跳び箱忍者になりきろう」（跳び箱遊び）で

は，『スポーツオノマトペ』（「声」を出すことにより，

①指導時に効果を発揮する情報伝達機能 ②運動のパ

フォーマンスの調整・持続に効果を発揮する運動制御

機能）を取り入れた。これは，お互いの試技の場面で，

見合いながらかけ声をかけさせるもので，跳び箱に跳

び乗ったり，跳び箱から跳び降りたり，跳び越した り

する時の音を言葉でイメージして，その言葉をかけ合

うのである。このことにより， 跳び箱遊びの単元で身

に付けておきたい 「踏み切り感覚」や両膝を柔らかく

使った「着地感覚」などが捉えられると考えた。

また，「2Aじゃま じゃまサッカー」では， 『作戦夕

イム』を設け，コンビネーションを活かした攻めのパ

ターンを話し合う「かかわり合い」を取り入れた。こ

のことにより，より得点に結びつくようなパスやボー

ルを持たないものの動きがイメージできると考えたの

である。

このように「かかわり合い」を授業に取り入れる

ことで，器械運動（跳び箱）の運動感覚や，ボール

運動 （ゲーム）でのボールを持った動き・ ボールを

持たない動きを，子どもたちがどのように身に付け

ていったかということを検証していく。

3 授業の実際

それでは，実際授業をどのように進めていったかを

次に述べたい。

まず単元構成を考える上で，授業の最後にはど

のような力を子どもにつけさせたいのかというこ

とを明確にもつことは大切である。

また，単元に入る前に，子どもたちはどのよう

な思いや願いをもって，授業に取り組みたいのか

ということを知るこ とも大切だと考え，授業のは

じめにアンケー トを採り，集計 しながら，教師の

もつ 「つけさせたい力」と子どもの実際を相互に

生かした単元構成にしようと考えた。

3. 1. 「跳び箱忍者になりきろう」

ここでは，楽しく跳び箱遊びに取り組ませなが

ら， 両足踏み切りと両膝を柔らかく 使った着地，

着手から両肩を前に出す体重移動（開脚跳び，台

上前転につながる動き）を身に付け させたいと考

えた。

そこで，以下のようなアンケートを採った。

集計もその中に記入しておく 。（図 1)

とびばこ“にんじゃ”アンケート， 1) とびばこあそびを

したことが（ある ・ない）

I ある ・・ ・22人・なVヽ ..8人

2) 「にんじゃ」つて， どんなイメージ

．刀を持っている ・かっこ いい ・強い ・す

ばしっこい ・身軽 ・ 走るのが速い ・手裏剣

・屋根を飛び越える など

3) とびばこあそびは楽しいイメージが （ある ・ない）

I ある ・・ ・27人・なVヽ・..3人 1 

4) とびばこあそびはこわいイメージが （ある ・ない）
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I ある ・・・ 12人 ・なVヽ・・・ 18人 I 
5) とぴばこ“にんじゃ”でやってみたいことは？

ア）とびばこからかっこよくとびおりたい (20人）

イ） ちゃんとしたとびかたがしたい (25人）

ウ）きれいにとびたい (25人）

エ）高いだんをとびたい (25人）

オ）とびばこの上でまえまわりが (17人）

してみたい

カ）きれいにちゃくちしたい (21人）

（※複数回答可， 0の数）

6)そのほか

とぴばこ‘‘にんじゃ"でおもう こと

図 1: アンケー トとその集計

上記のよ うなアンケート集計を踏まえて，実際

単元の流れをどのように組んでいったのかについ

て述べていく 。

子どもたちには跳び箱遊びの経験があるもの

の，意外と跳び箱は怖いと感じている子が多いこ

とがわかった。しかし，きれいに跳んだり着地し

たり，高い段を跳びたかったりという思いが強い

こともわかった。

そこで，「かけ声」を媒体にし，お互いに見合

い，教え合う「かかわり合い」を大切にしながら，

忍者になりきって，身軽に，すばしっこく跳び箱

遊びに取り組んでいけるような単元構成にした。

く両膝を柔らかく使っての着地感覚づくり＞

「忍者になって，かっこよく着地するときには，

どんなことに気をつけたらいいかな？」の問いか

けに，子どもたちから，「音をさせない。」という

意見が出た。そして，お互いにかけ合う着地の言

葉を「サ ッ」という 音に決めて，跳び箱からかっ

こよく跳び降りることに取り組んだ。この時，よ

り楽しく活動できるように，跳び箱から跳び降り

た後，素早く体を回転させて，手裏剣や刀で戦 う

まねも取り入れた。その時のかけ声は「サッ」（跳

び降り）→ 「クルン」（回転）→ 「シュッ」（手裏

剣を投げる）である。

このかけ声をお互いにかけ合い見合う中で，あ

る子が，「膝を真っ直ぐ伸ばしてたら，音が大き

くなってる。」 と気づき，そこから，「膝を少し曲

げて，柔らかくしたらいい。」ということを発見

した。それを全体の場で共有し，練習していくと，

全員が音の小さな着地ができるようになった。ま

さしく，「かかわり合い」から「わかり」，「でき

る」ようになった一例である。

く両足踏み切りと腕支持の感覚づくり＞

両足踏み切りは， 「トン」という言葉をかけ声

にして取り組んだ。ちゃんと「トン」と一回の

音で踏み切れているか， 「ドン」と大きな音にな

っていないか，また「卜， トン」と二回踏み切

りの音が聞こえないかという ことに注意しなが

ら，お互いに見合うことで，ほとんどの子が両

足踏み切りができるようになった。しかし，な

かなか一回の踏み切り（両足踏み切り）ができ

ない子に対しては，踏み切り板までに，「グー，

パー」「グーパー」とケ／ケンの要領で踏み切

ることをアドバイスした。そうすることで全員

両足踏み切りができるよ うになった。

腕支持感覚では，実際に横跳び越しと開脚跳び

に取り組みながら身に付けるようにした。ここで

は，両足踏み切りの音「トン」と両手着手の音「タ

ン」（軽く台上に両手を着いて肩を前方に出しな

がら体重移動をする），両足着地の音「サッ」を

連動させながら，かけ声をつくり、，お互いに跳び

箱の横でかけ声をかけ合った。 （図2)
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＜腕支持した後の逆さ（回転）感覚づくり＞

これは台上前転という技で，中学年からの跳び箱

運動の領域に入って くる。しかし，重心を「逆さ」

にしても，あまり怖さを感じない低学年の時にこ

そ触れておきたい感覚だと思い取り入れた。

台上前転の場合，踏み切 りから腕支持し，自分

の頭よりおしりを高く持ち上げなければならな

い。そこでこの感覚を掴むために，走ってきてか

らの踏み切りではなく，あらかじめ跳び箱に両手

を着いた状態から， 「トン， トン」と踏み切り板

の上で二回踏み切ることにした。ここで重視した

のが， 「トン， トン」という踏み切りの音の二回

目にアクセント（強く）をつけて勢いよく踏み切

り，おしりを頭より高く上げるようにしたことで

ある。 一連の台上前転の音のイメージは，「トン，

トン」（手を着いたままの踏み切り），「クルン」（跳

び箱の上での前回り），「サッ」（両足着地）であ

る。これをお互いに声をかけ合いながら，台上前

転に取り組んだ。
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3. 2. 「2Aじゃまじゃまサッカー」

ここでは，誰もがゴールをする楽しさを味わい

ながら，足での簡単なボール操作とボールを持た

ない動きを身に付けたり，協力 してゴールを決め

るための作戦を考えりたりすることを最終 目標と

した。

そして，「跳び箱忍者になりきろう」と同様

に子どもたちの思いや願いをアンケート で掴み

ながら，単元構成を考えた。 （図 3)

2Aじゃまじゃまサッカーアンケート

pr:J 1) あなたは「サッカー」がすきですか？

ぷ~~ きらいですかウ
ゃ

i!! i..¥ .. (すき ・きらい）

すき 2 5人 きらい・5人

●主な理由 ・蹴るのが好き ・楽 ●主な理由 .Iレール

しく勝負できる・シュートして がわからない • あま

ゴールが決まったら楽しい ・シ り上手くない ・押さ

ュートして勝ったら面白い ・ボ れたり，転かされた

ールを追いかけているときが楽 りするから など

しい など

2) あなたは「サッカー」で， どんなとこ ろが

おもしろいとおもいますか？

・蹴ったり，ボールを1原ったりすると ころ・ 得点が入

るのが面白い ・ゴールするところ ・シュート とドリ プ

ルで抜くところ ・チームワークでがんばっているとこ

ろが面白い ・蹴るのが面白い など

3) あなたは「 2Aサッカー」で，どんな こと に

チャレンジしてみたいですか？

・ボールをゴールに入れたい ・みんなで試合 ・一発ゴ

ールにチャレンジしたい ・走りながらうまく蹴る ・ボ

ールを奪うのををがんばりたい など

図3:アンケートとその集計

では， 実際ア ンケートを もとに単元計画をど

ように組んだかを下の表で示す。（表 1)

第 1次く個人技能の習得を中心に，

ボール蹴り遊びの延長でサッカーを楽しむ＞

(1時）単元の見通しを持つ （意識調爺とチーム分け，練習方法）

(2時）個人技能の習得① （簡単なボール操作）と 2対 2ゲーム

(3時） II （ II ）と 2対 2ゲーム

(4時） II （ II ）と 2対 2ゲーム

(5時）個人技能の習得② （じゃまじゃまドリプル）とゲーム

(6時） ＂ （ II ) 2対 2ゲーム

(7時） ＂ （ ＂ ) 2対 2ゲーム

第 2次くコンビネーションを活かして

ゲームづくりを工夫する（作戦を考えながら）

( 8時）コンビネーションの習得① （パス回しを重点的に）と

攻めの作戦を考えながらの 2対 2ゲーム

( 9時）コンビネーションの習得② （壁パスを重点的に）と

攻めの作戦を考えながらの 2対 2ゲーム

(1 0時）コンビネーションの習得③ （ワン ・ツーを重点的に）

と攻めの作戦を考えながらの 2対 2ゲーム

第 3次くコンビネーションを活かして，

リーグ戦を計画し，楽しむ＞

(1 1時）リーグ戦① （攻めの作戦を立て，ゲームを楽 しむ）

(1 2時） II ② ( 

(1 3時） II ③ ( // )順位決定と表彰

表 1: じゃまじゃまサッカーの単元計画表

まず， 単元構成を個人技能の習得期とコンビネ

ーションにつながる発展期の二段階に分けて計画

した。 これは，簡単なボール操作を身に付けてお

かなければ，パスやボールを持たない動きへとつ

ながりにくいと考えたからである。

そこで個人技能の習得期には，柔らかくボール

を操作できるように，ワンバウンドリフティン

グ，ボールタ ッチ，じゃまじゃま ドリブル（小さ

いコートでドリブルしながら，友だちのボールを

コー ト外に蹴り出す）の 3つを中心に取り組ん

だ。

そうして，発展期には，実際ゲームで活かせる

コンビネーションプレーとして，色んなバリエー

ションのパス練習に取り組んだ。このパス練習で

学習したコンビネーションプレーを入れながら，

各チームで作戦を考え，リーグ戦形式でゲームを

行ったのである。

この作戦タイムでは，ボールを持った子がど

こにパスを出し， ボールを持たない子がどこに

動くかということを図で表 しながら作戦を考え

ていた。ここでは，前時までの作戦を活かしなが

ら「ここにパス

出したらいいん

ちがう。」や「守

りを引きつけて

からパスを出そ

う。」などの考え

が生まれた。

（図 2)

I, 

図 2.

このような「かかわり合い」によって，ボール

を持った子とボールを持たない子の動きをはっき

りと認識することができた。

4 各単元の考察

2つの単元では，子どもの思いをアンケートで

掴みながら，それぞれの最終目標に向けて取り組

みを進めてきた。「かかわり合い」を大切にした，

『スポーツオノマトペ』や『作戦タイム』が，ど

のように学習効果を高めたかを子どもの学びから
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考察していく 。

4. 1. 「跳び箱忍者になりきろう」

ここでは，「かかわり合い」をもたせるために，

お互い試技の時にかけ声（『スポーツオノマト

ペ』）をかけ合いながら授業を進めた。アンケー

トにもあったように，子どもたちの中には跳び箱

に対して，怖さがあったり，上手く跳びたいとい

う欲求があったりした。それで，跳び降りたり，

跳び越したりする時の音のイメージを言葉として

表し，お互いにかけ合うことで，勢いがついたり，

励みやヒントになったりして，それぞれの運動感

覚を身に付けることができた。

また，跳び箱から跳び降りる時のイメージを

「サッ」という言葉で言い表すことで，「膝を柔

らかく使ったら音せえへんで。」という子どもの

発見が生まれたり，「トン」という踏み切りの音

では，お互いに「今の一回に聞こえたよ。」とか

「今のトットンって二回聞こえたなあ。」などの

教え合う場面も見られるようになった。

かけ声を媒体に見合い，教え合うかかわりを通

して，楽しく跳び箱遊びに取り組むことができ

た。

4. 2. 「2Aじゃまじゃまサッカー」

ここでは，「かかわり合い」をもたせるために

『作戦タイム』を設け，ボールを持った人と持た

ない人の動きをシミュレーションしながら話し合

った。そうすることで，ゲーム中シュートの局面

までいくにはどのように組み立てればいいのか

を，一人ひとり認識することできた。

また，作戦タイム中攻め方を考えている時に，

「どこに動いたらええかわからん。」という友だ

ちの声に対しても，「作戦カード」の図で一生懸

命説明したり，身振り手振りでわからせようとし

たりする姿が多く見られた。

そして，個人技能の習得期で簡単なボール操作

を身に付けたり，色んなパス練習でコンビネーシ

ョンプレーを学んだりしたことで，作戦のバリエ

ーションが広がり，ゴールすることを意識しなが

らゲームに取り組めるようになった。ゲーム中

に，作戦の意図を友だちに指示したり，応援した

りする姿も，『作戦タイム』がもたらした効果で

ある。

子どもたちは，本単元に入る前に比べ，ワンバ

ウンドリフティングやボールタッチの回数も倍近

く増えた。そして，みんながシュートを放ち，ゴ

ールできる喜びを味わえたことで，どの子も「サ

ッカーが好きになった。」と振り返りカードに書

いていた。

5 成果と課題

『かかわり合いを大切にした運動感覚づくり』

というテーマで 2つの実践例を振り返ってきた

が，「かかわり合い」を生かすための『スポー

ツオノマトペ』も『作戦タイム』も，運動感覚

やコツを掴むためには非常に効果的であった。

「跳び箱忍者になりきろう」では，台上前転

を三段の高さから始めてしまい，もう少し子ど

もの実情を考えていかなければならないという

課題も残ったが，かけ声（『スポーツオノマト

ペ』）によって，お互いの見合い，教え合いが

上手くはたらき，器械運勧（跳び箱）に必要な

感覚をほぼ身に付けることができた。

「2Aじゃまじゃまサッカー」では，コンビ

ネーションプレーを活かせるような作戦を考え

ることができた。そして，サッカーのおもしろ

さの一つ「シュートしてゴール」を全員が味わ

うことができたのが成果である。

前時までの作戦を振り返りながら攻め方を考

えることで，子どもたちはゴールヘ結びつける

ための動きをたくさん見つけることができた。

ただ，その作戦が理解しにくい子どもに対して

は，簡単な攻めをパターン化して，こちらから

提示していくことで，もっと作戦が簡素化し，

わかりやすいものになったのではないかという

意見も，研究協鏃会の時にいただいた。

一方課題としては，子どもたちの振り返りや

まとめの作文にもあったのだが，コンビネーシ

ョンを活かした作戦がイメージできても，なか

なか実際のプレーに結びつきにくいことが挙げ

られる。個人技能の習得時間との兼ね合いもあ

るが，作戦面以外で，パスを成功させるコッゃ

ポイントを子どもたちが自ら考えていくような

「かかわり合い」も必要だと感じた。

終わりに，今年度の 2つの実践で得た成果と課

題を踏まえて，更に「かかわり合い」を大切にし

ながら，子どもたちに種々の運動感覚を身に付け

させる実践を深めていきたい。
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